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Abstract: The purpose of this study is to create land use mesh maps in Asian mega cities 

such as Seoul, Taipei, Manila, and Bangkok. The method is as follows. First, 1 to 50,000 

scale topographic maps of the four cities were collected and scanned as TIFF image files. 

Second, 1/2 standard mesh data in the urban areas of the four cities was created with 

using NIGMASX, Access, and ArcGIS. Third, dominant land use was made out and input 

as category data by 1/2 standard mesh. In doing so, land use was classified into nine 

items such as forest, grassland, paddy, other farmlands, industrial area, other built-up 

areas, water area, others, and sea. The creation of land use maps based on the same 

method can help us analyze urbanization process, developmental level, and their 

environmental impact, comparatively. 
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は，当該地域の自然環境と社会経済環境

的に映す鏡であり，人間の営為が地表面

ぼした影響を量る指標である．したがっ

のような人と自然の関係を空間的視点で

分野にとって，土地利用の分析はその基

のといえる． 
メガシティの多くは，大河川下流沿岸の

低平地に立地し，ここ 50～100年という短期間で急
激に人口が増加し，都市としての変貌を遂げてきた．

それに伴い，水資源問題，都市熱（ヒートアイラン

ド）問題，地盤沈下に象徴される地下環境問題など

を引き起こしてきた．しかし，都市としての発展段

階や成熟度には都市間で相違があり，それに伴う上

記のような都市環境問題にみられる顕在的，潜在的

特性にも相違がある． 
 そこで本研究は，アジアのメガシティにおける都

市化・工業化の進展と，それによって引き起こされ

る種々の都市環境問題についての都市間比較を行う
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指標として，土地利用メッシュマップを作成するこ

とを目的とする．本研究では，ソウル，台北，マニ

ラ，バンコクの４都市を取り上げ，各都市の都心か

らみて市街地が連担している範囲（都市域）を全て

包含するような，それよりやや広い地域を対象とし

た． 
 本研究の意図である都市間比較を行うためには，

できるだけ同じ基準で土地利用メッシュマップを作

成する必要がある．その際，まず最初に問題となる

のが基図としての地形図の縮尺である．日本の地形

図（地勢図）の縮尺は，２万５千分の１，５万分の

１，２０万分の１の３種だが，海外の地形図も必ず

しもそうであるとは限らない．この観点から本研究

が対象とする４都市の地形図刊行状況を調べた結果，

５万分の１の縮尺なら４都市すべてに共通している

ことが判明したので，この縮尺で４都市の地形図を

揃えることにした．表１に本研究で基図として用い

る地形図の図幅名と発行年を示した．各都市，現段

階で最新の地形図を収集したが，都市間で若干の年

次のばらつきがみられる．またマニラに関しては

『3130-II(Manila)』のみ，1995 年以降，地形図の
修正・更新がなされていなかった． 
 

2.空メッシュデータの作成と地形図の重ね合わせ 
 本研究で作成するメッシュデータは，緯度経度の

間隔・一辺の長さが，日本における昭和 48年 7月
12日行政管理庁告示第 143号に基づく 2分の 1
地域メッシュと同一の基準で作成した．各メッシ

ュのコード番号もこれと同一の9桁の番号を付す
ることとし，空メッシュデータの作成には日本コ

ンピュータグラフィック社の NIGMASX および
ESRI社の ArcGIS，Microsoft社の Accessを用
いた． 
 空メッシュデータの作成方法は以下の通りで

ある．まず最初に対象範囲の地形図より緯度経度

を読み取り3次メッシュまでのメッシュ番号を洗
い出し，NIGMASXのメッシュ番号よりメッシュ
を作成する機能を利用し，3 次メッシュを作成し
た． 
 次に，作成した 3 次メッシュのデータを
NIGMASX上でスペース区切りのBMAというフ
ァイル形式に変換し，さらにメモ帳を用いてCSV
形式に変換後，Accessに取り込んだ． 
 取り込んだ 3次メッシュの座標を，Access上で
4分割し 2分の１地域メッシュにするクエリを作
成後、CSV 形式で出力し BMA 形式に変換後，
NIGMASX上に読み込んで，空の属性項目を付与
し，空メッシュデータとしてポリゴンタイプのシ
表１ 本研究で土地利用メッシュマップを作成
ェープ形式に変換した．そしてArcGISを用いて
投影法をWGS84として定義した． 

した地形図の図幅一覧 

 次に，Tiff 形式のファイルとしてスキャニングさ
れた地形図を，NIGMASXを用いて地形図の内図郭
4 点（左下，左上，右下，右上）に緯度経度を付与
し，幾何補正を行い，ワールドファイル（.TFW）
も別途作成し座標情報を格納した． 
 最後に，ArcGIS 上にて，幾何補正を行った地形
図およびワールドファイルを読み込み，投影法を

WGS84として定義した． 
 
3.土地利用データの入力 

3.1. 土地利用項目の設定 
 土地利用項目としては，日本の既存の土地利用メ

ッシュデータである「国土数値情報土地利用メッシ



ュ」の 11区分や「細密数値情報」の 16区分を参考
としながら，細かい分類項目は設定せず少なく区分

することに努めた．その理由は，本研究が対象とす

る４都市において土地利用を比較分析するためには，

同じ分類項目で各都市の地図を作成しなければなら

ないが，そのためには，どの都市の地形図からも判

読可能な分類項目に絞る必要があるからである． 
 一方で本研究は，土地利用分布の分析から，各都

市における都市化・工業化の現況を空間的・相対的

に考察することを意図している．都市化を土地利用

の観点から述べる際には，自然緑地と生産緑地・施

設緑地および宅地（市街地）の区分を明確にしてお

くことは不可欠である．また本研究が対象とするア

ジアの４都市はいずれも，大河川沿いの水の豊かな

場所に立地したことから，都市域内における水域の

分布を捉えるのも興味深い． 
 以上のことを総合的に考慮し，本研究では以下に

示す９つの土地利用項目を採用した．それらは，１．

「森林」（針葉樹，広葉樹，竹林），２．「草原・荒地」

（公園，人工緑地，ゴルフ場を含む），３．「田」，４．

「その他農地」（畑，果樹園，牧草地），５．「工業用

地」，６．「宅地」（工業用地以外の都市的土地利用），

７．「水域・湿地」，８．「その他」（造成地，未利用

地など），９．「海」である． 
 そして，各々の２分の１地域メッシュに関して，

面積的に最も卓越する土地利用項目を目視によって

判読し，そのメッシュを代表する土地利用として入

力した． 
 
3.2. 各国地図記号との対応 
3.2.1. 日本の地形図との共通点と相違点 
 土地利用判読の重要な拠り所となる地図記号に関

しては，各国の地形図には日本の旧版地形図に使用

されていた地図記号と類似したものが複数見られた．

例えば，韓国・台湾・フィリピン・タイの「水田」

の地図記号は，日本の旧版地形図において使用され

ていた大正 6年図式の「水田」の地図記号と類似し
ていた．また，フィリピンやタイの地形図に見られ

る「熱帯草原」の地図記号は，大正 6年図式の「草
原」の地図記号と類似していた． 

 しかし，韓国において，日本と形状は同一である

が意味の異なる地図記号もみられた．韓国の「畑」

記号は日本の「荒地（草原）」記号と，「草原・荒地」

記号は日本の「田（乾田：大正 6 年図式）」記号と
それぞれ同一であり，日本の地図記号に慣れている

ものにとっては紛らわしい． 
 また，日本の地形図との大きな違いを述べると，

各国とも土地利用境界線がより明確に表示されてい

ることが挙げられる．例えば，日本の地形図の場合，

「市街地」と「森林」に明確な土地利用境界線はな

く，特に「森林」は樹木を示す点としての地図記号

がまばらに存在しているのみであるが，台湾では「市

街地」を示す範囲は赤色で，隣接する「森林」は緑

色で塗られ土地利用境界線が明確にされていた． 
3.2.2. 地形図のみから判読不明な箇所の対処法 
 前項の相違点において，土地利用境界線は日本よ

りも明確に表示されていたと述べたが，一方で，土

地利用分類の決定に必要な凡例が何も書かれていな

い箇所の判読に難を有する場合があった．以下，そ

の具体例と対応を述べる． 
ⅰ）韓国の森林 

韓国の 5万分の 1地形図には，「森林」を示す
地図記号が存在しない．一方で等高線の間隔が狭

まっている山間部地域で地図記号が書かれてい

ない傾向にある．そこで，そのような箇所に関し

ていくつか，Google マップにて航空写真を閲覧
した結果，森林の存在を確認したので，そのよう

な地域は「森林」として判読した． 
ⅱ）マニラ 

4都市の中でも特にマニラは，主要な地域以外
で地図記号がほとんど描かれていない地域が多

く存在し，もっとも判読が困難であった．図１に

「3129-Ⅰ（Cavite Citiy）」の例を挙げるが，図
中の A・B の両地域は、「市街地」と「道路」以
外の地図記号が記載されていない． 
この場合，道路の密集具合・その地形図が作成

された年代を考慮した上で，Google マップにて
航空写真を閲覧し，「宅地造成中」といった「そ

の他」に分類される項目に当てはまらないことを

確認し，周辺の土地利用に倣う形で土地利用を決



定した．その結果，A 地域は「宅地」，B 地域は
「草原」と判読した． 

 
4.土地利用パターンの都市間比較 

 以上の手順で作成された土地利用メッシュマップ

から，４都市の土地利用分布パターンについて比較

してみる．なお紙幅の都合上，ソウルのみ図２に土

地利用図を示した．都市部としての宅地の拡がりを

みると，バンコクとソウルが最も広く，都心から半

径20km以上の範囲に広がる．マニラがそれに次ぐ．
台北が最も空間的に狭く，半径 10km 程度である．
バンコクとソウルを比較すると，バンコクは，都心

である王宮地区を核として同心円状に都市部が広が

るのに対し，ソウルは漢江沿岸の都心部を核とする

地域以外にも，南部や北部に分散して都市部がみら

れ，多核的な都市構造を有している．都市部以外に

目を向けると，ソウルと台北は都市部の周囲を森林

が取り囲んでいる．それに対してバンコクは都市部

の周囲に広大な農地が拡がり，対象地域内に森林や

草原のような自然的土地利用はほぼ皆無である．こ

のことからバンコクでは，森林や草原といった自然

環境が，人為によって広範囲にわたって改変されて

きたことが伺える． 

0.25 0 0.5 1 
km 

図１ 道路以外の地図記号が無い地域 

「3129-I (Cavite City)」

図２ ソウルの土地利用メッシュマップ 

（2006年） 

 

5.おわりに 

 前章で述べたのは土地利用の解釈の一部であるが，

同じ基準で作成された土地利用図を都市間比較する

ことで，都市としての規模や発展度，周辺の環境条

件，さらには都市が現在の状況にいたる時空間的プ

ロセスなどを相対的に理解することができる． 
 今後は世界の他の諸都市へ適用できるための，凡

例区分を含めた作成方法の標準化が検討課題である．

また，旧版図や外邦図を用いて同様の土地利用図を

作成することで，過去と現在の比較分析を行うこと

も進めていきたい． 
 
謝辞 

 土地利用メッシュデータの作成においては，酪農

学園大学の学生諸氏（佐々木賢介氏，佐野友美氏，

菅原亮太氏，橋浦弥里氏），株式会社サンコーの九島

至郎氏，今村一規氏，大川夏奈氏には多大なる貢献

をいただいた．本研究は，総合地球環境学研究所プ

ロジェクト「都市の地下環境に残る人間活動の影響

（プロジェクトリーダー：谷口真人）」から研究助成

を受けた．以上記して感謝の意を表する． 


